










Ⅰ.研究計画

妊娠、分娩、育児にわたって母子をとりまく環境が、母子の健康にどのような影響を及ぼ

すのかを化学的に評価することを目的とした。評価の対象となる環境要因は、1)妊産褥婦

からみた外的要因の侵襲性と耐用性、2)乳児からみた外的要因の侵襲性と耐用性、3)母子

単位における心身相関の母子保健・医療への影響、4)母性の育成・維持である。これによ

り、母子の健康の増進・維持に対する方策を示し、併せて、広域調査活動並びにオープン

フォーラムを実施し、社会教育効果をも成果とする。

本研究の目的を達成するため、次の 4つの分担研究班を構成し、各々の目的に沿って研究

を実行した。1)妊産婦の精神面支援とその効果に関する研究

(分担研究者 中野仁雄)

母子単位における、心身相関の母子保健・医療への影響を評価するために、リエゾン精神

医学の見地から、マタニティブルー及び産後精神障害の実態、ならびに妊産褥婦における

精神面支援効果について検討した。

2)妊産婦の生活環境と出産への影響に関する研究

(分担研究者 一條元彦)

妊産褥婦に対する外的要因の侵襲性・耐用性を評価するために、母体の社会活動と母子の

健康との相関を、喫煙、乗り物、運動の視点から検討した。

3)母乳内物質の乳児への影響に関する研究

(分担研究者 大西鐘壽)

乳児からみた外的要因の侵襲性・耐用性を評価するために、母乳と哺乳を介する母体の生

活要因と乳児の発達との相関を検討した。

4)妊娠分娩と中高年婦人の健康に関する研究

(分担研究者 武谷雄二)

母性の育成・維持に関する要因を評価するために、中高年婦人の健康を誘導する視点を設

け、合併症妊娠、更年期障害、骨量の変化について交互作用効果を検討した。


